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訪問調査日

代表者がドクターの為、看取りまでのケアを取り組みやすい。
利用者様の笑顔作り、笑いの場を提供している。スタッフが明るく元気なので、利用者様もいきいきされ
ている。
家族様との交流　　　リハビリ
ケア、書類の統一　　介護の知識

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
事業所では看取り支援が行えるよう、医療面での連携と協力体制が整備されている。利用者が安心し
て終末期を迎えることができるように、悔いのないよう職員全員で真摯に取り組んでいる。開設１４年目
を迎え、職員のケアの統一と質の向上を目指しており、職員研修にも力をいれている。職員は明るく良
好なチームワークでケアにあたっており、和やかな雰囲気が伝わり、利用者も笑顔で生活を送ってい
る。長期の利用者もいるためレベルの低下は否めないが、残存能力を活かしながら、利用者のできるこ
とに目を向けて一人ひとりに寄り添いながら思いや希望を大切にして支援している。事業所と地域との
つながりを深めていくために、運営推進会議は積極的に地域住民にも参加の呼びかけを行うなど様々
な取組みをしている。

基本情報リンク先

愛媛県大洲市徳森　１４７７番地　１所在地

グループホーム　銀河

松山市持田町三丁目８番１５号

社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

評 価 結 果 概 要 表

3870700147

法人名 株式会社　新風会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

※「介護サービス情報の公表」制度にて、基本情報を公表している場合のみ、ここに記載

平成　２５　年　９　月　１　日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

2. 家族の２/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

平成　２５　年　１０　月　１１　日

（別表第１の３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

評価完了日 　平成　２５　年　９　月　１　日

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム　銀河

(ユニット名） 第一ユニット　５F

記入者（管理者）

氏　名 祖母井　知子

  

  ホップ 職員みんなで自己評価! 

   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!! 

     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!! 

 

   －サービス向上への３ステップ－ 
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

（別表第１）

自己評価及び外部評価表 【セル内の改行は、「Altｷｰ」＋「Enterｷｰ」です】

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
取り組んでいるが、共有、実践は達成できていない。

(外部評価)
法人理念と開設当初に作成された事業所理念があり、
それを踏まえ職員全員で話し合い事業所の年間目標を
立てている。今年は質の向上とケアの統一に力を入れ
ており、職員一人ひとりが意識して取り組めるように
目標の達成状況や反省点などを会議で話し合い、実践
につなげている。

(自己評価)
ビル型のホームである為になかなか出来ていない。
（地域行事の参加）
ホームでの新聞を回覧板に載せている。
地区の清掃、保育園児、小学生との交流がある。

(外部評価)
地域の保育園児や小学生が事業所を訪問して交流を持
ち、祭りの時には地域の神輿や子供神輿の訪問があ
る。事業所はビルの３階と５階にあり、周辺は隣近所
に民家があるという立地ではないが、日頃から地域の
清掃の参加や地域住民へあいさつを行い、回覧板に事
業所の新聞をはさんで読んでもらうなど、事業所の様
子が地域に伝わるよう工夫して、地域とのつながりを
持つように取り組んでいる。

日頃からつきあいができにくい環境にあるが、近隣住
民と気軽に声をかけあったり来訪したりするなど、地
域とのつながりを持てるよう継続した活動を望みた
い。また、事業所から地域に発信していける情報とし
て、地域住民向けの勉強会や講演を行うなど、事業所
のことを地域住民に知ってもらい、災害時の協力関係
にもつながっていくような取組みを期待したい。

(自己評価)
ホームでの新聞は、回覧板で回しているが、地域貢献
は出来ていない。

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

2 2

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
業務カンファレンスにて、運営推進会議で話し合った
意見や要望を報告し、話し合いの場を設けている。

(外部評価)
運営推進会議は家族、公民館長、区長、小学校長、介
護相談員、民生委員、他のグループホーム職員等の参
加を得て開催している。会議は和やかな雰囲気の中で
事業所の取組みを報告し、意見交換を行っている。事
業所の声かけにより、年々会議への新しい参加者が増
えており、充実した会議になるように取り組んでい
る。職員の参加は勤務上の都合で限りがあるが、会議
内容は会議録を読み職員全員が把握している。

(自己評価)
運営推進会議や市のグループホーム連絡会にて情報交
換をしたり、説明を受けている。
介護相談員さんに来所して頂いている。

(外部評価)
市担当者は運営推進会議に毎回出席しており、その他
にも研修の案内や情報提供など日常的な関わりを持っ
ている。日頃から相談や連絡も行っており、良好な関
係が構築されている。市のグループホーム連絡会にも
参加し、他の事業所との交流や意見交換を行ってい
る。

(自己評価)
全職員が話し合い、出来る限り拘束をしないように取
り組んでいるが、知識や理解が少ない為、今後知識と
理解をしていく必要がある。

(外部評価)
身体拘束は行わない方針で、身体拘束にあたる行為や
弊害を法人の合同研修や勉強会などに参加して、職員
全員で理解して実践している。職員は日頃のケアにも
意識して、なにげない対応が身体拘束や言葉での拘束
につながっていないか職員同士で注意し合っている。
玄関は防犯上夜間のみ施錠をしており、日中は開放し
ている。見守りが必要な帰宅願望のある利用者には、
職員が外へ出て一緒に付き添い、納得されて気分が落
ち着くように対応している。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
勉強会を開き、スタッフ間で注意しあい、虐待防止を
徹底し、行っている。

(自己評価)
合同研修会を実施し、成年後見制度について学ぶ機会
を持った。

(自己評価)
事前に見学して頂き説明を行っている。
契約時にも充分な説明を行い、理解･納得が得られるよ
うにしている。

(自己評価)
意見箱を設置している。
面会時など家族さんに、何か要望などがあれば聞き対
応をしている。

(外部評価)
訪問時に家族が意見や要望を言いやすいように職員か
ら声かけをして利用者の様子を伝えたり、利用者の居
室ごとに家族が何でも記入できるメモを置くなど工夫
をしている。訪問の少ない家族には、毎月請求書に事
業所の新聞や利用者の様子を書いた手紙を同封してお
り、電話連絡もこまめに行い、意見を聞いている。家
族会は年１回開催し、家族から好評を得ており、今後
は家族も一緒に参加できる事業所の行事を増やすよう
検討している。

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

10 6

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
管理者会議での内容を業務カンファレンスで報告して
いる。又、職員の意見を聞き、管理者会議時に取り上
げている。

(外部評価)
管理者は現場で職員と一緒に業務や夜勤をしているた
め、日頃から意見や要望を伝えやすい環境である。ま
た、カンファレンスなどを利用して、職員は意見や要
望を管理者に伝えることができる。法人の事業所間の
異動はあるが、職員が働きやすいように管理者は常に
職員の様子に目を配り、良好なチームワークを築いて
いる。

(自己評価)
給与水準･労働時間など条件が悪い。
管理者までは分かっていただいて向上心は持っていて
も代表者までは伝わっていない。各自が目標を立て取
り組んでいる。研修や勉強会に参加しスキルアップ
し、日々のケアに活かせるようにしている。

(自己評価)
会社全体での勉強会や研修会を開き、スキル向上に向
けて知識を身に付けている。年間スケジュールを掲示
し、希望する研修への参加を自由に行っている。

(自己評価)
合同研修会を年に2回行っている。親睦会、忘年会の実
施。

(自己評価)
入居前に事前調査を行い、情報を集め入居時に孤立し
ないように努めている。
職員全員で話し合い関係作りに努めている。
日々のコミュニケーションにて傾聴している。

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
事前調査時に分からなかった情報を面会時や電話にて
聞き、要望を取り入れている。又、日々の利用者様の
状態を報告している。

(自己評価)
本人と家族様の要望をもとに必要としている事の支援
を行っている。

(自己評価)
職員と利用者は一緒に過ごす事によって支え合い、利
用者様から学ぶ事等の関係作りを大切にしている。

(自己評価)
家族によっては、連絡をしないと来られない。
信頼関係を密にし、出来るだけ要望を取り入れてい
る。

(自己評価)
コミュニケーションにて昔の話を聞き、利用者様のは
いけいを知り、断ち切らないような支援を心がけてい
る。写真、はがきの郵送を行っている。

(外部評価)
利用者や家族から、今までの生活習慣や馴染みの関係
や場所を聞いて把握している。利用者の以前働いてい
た職場の知人との交流が継続できるように支援してい
る。利用者が入居前から通っていた馴染みの美容室に
出かけたり墓参りに出かけたりするなど、家族の協力
を得ながら馴染みの関係が継続できるよう努めてい
る。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者様の重度化により個別の支援が多くなっている
が、利用者様の間に入りより良い関係が作れるよう支
援している。

(自己評価)
死亡による退居が多く、支援が努められていない。
必要に応じて相談や今までの経過について説明を行っ
ている。

(自己評価)
日々会話の中で本人様の意向や思いの把握をし、ケア
カン時に話し合いを行い、出来る限り一人一人の思い
を尊重している。

(外部評価)
利用者一人ひとりに寄り添って話を傾聴し、思いや意
向を把握するように努めている。入浴時に職員と１対
１となる場合に思いを話される利用者もおり、職員は
ゆっくり落ち着いて話ができるような雰囲気作りをし
ている。思いや意向を表わしにくい利用者には、表情
やしぐさなどから汲み取るように努めている。知り得
た情報は職員全員が把握できるように、カンファレン
スや申し送りノートで共有している。

(自己評価)
事前調査時･契約時･面会時に家族の方に聞いたり、
日々の会話の中で本人さんに聞き把握に努めている。

(自己評価)
アセスメントやケアチェックを行い、一人一人の一日
の暮らしの流れにそって職員がしっかり観察し、記録
に残し、情報把握に努めている。

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
ケアカンファレンスを実施し、意見交換や提案を行
い、利用者様にあった介護計画を作成している。
本人様や家族様の意見や要望が少ないため、介護職員
の思いの介護計画になっている。

(外部評価)
家族と利用者の意見を反映して計画作成担当者が介護
計画を作成し、管理者が確認している。モニタリング
は３か月に１回職員間で話し合いを行っている。利用
者の変化や希望があった場合は、その都度見直しを行
い、利用者の現状にあった介護計画を作成している。
職員が毎日記録する利用者毎の介護記録は、介護計画
と連動して確認できる書式となっているため、職員は
常に介護計画を意識してケアを行っている。

(自己評価)
個別に記録をしっかり記入し、きづいた事などをス
タッフそれぞれが書けるノートやメモを貼っておきケ
アカンファレンスで話し合いや見直しに役立ててい
る。

(自己評価)
本人様や家族様の希望に応じた対応をしている。勉強
会を実施し、一方的な見方をしていないか改める事が
出来ている。

(自己評価)
重度化により、特定の利用者様のみの利用･参加になっ
ている。出来る事を把握して、本人に合わせた力を発
揮して頂いている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
必要に応じてかかりつけ医･皮膚科･歯科などの受診･往
診を行っている。

(外部評価)
利用者や家族の希望を聞いて、事業所の協力医をかか
りつけ医とする場合が多い。協力医が定期的な往診を
して利用者の健康管理を行うほか、緊急時には適切な
医療が受けられるような体制が整っている。皮膚科や
眼科など希望する専門医も受診できるよう支援してお
り、受診内容は職員全員が把握するように努めてい
る。

(自己評価)
日々の変化を医療連携ナースに報告し、適切な指示を
頂き蜜に情報交換を行っている。

(自己評価)
入院までの経過や生活の状況を情報提供し、退院時に
は、サマリーをもらっている。
ドクター･ナースと連携し必要に応じて往診に来ていた
だき気をつけること等を助言をもらっている。

(自己評価)
終末期に関する指針を定め契約時に説明を行ってい
る。
利用者様の状態の変化がある都度、家族様や本人様の
希望に応じて対応をしている。
地域の関係者とは出来ていない。

(外部評価)
看取りの経験があり、現在も看取り支援をしている利
用者がいる。看取りに関する指針を整備して、契約時
に説明するほか、毎年、「緊急時対応希望書」で家族
や利用者の意向を確認している。協力医や看護師との
協力体制が整っており、職員全員で利用者が納得して
安心した終末期を迎えられるように取り組んでいる。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
応急手当の講習を受講して応急時や緊急時の処置が出
来るようにしている。

(自己評価)

自主避難訓練を行い、マニュアルの見直しを行ってい
る。
地域のかたと一緒に訓練を行った事がないので、今後
取り組んでいきたい。

(外部評価)
消防署の協力を得た避難訓練に加え、自主避難訓練も
行っている。利用者の居室の入り口やトイレに避難済
みかどうか確認できる札をかけており、利用者を迅速
に避難誘導できるように工夫している。廊下にはユ
ニットの見取り図に火元の可能性がある場所と消火器
の場所を記し、常に職員が目にして意識できるように
している。備蓄品は用意を検討している。

３階と５階から利用者の避難誘導の必要があるため、
確実に階段から避難できる方法を確認し、実際に職員
同士でシュミレーションを行うなど、様々な想定をし
て繰り返し訓練を重ねることが望ましい。運営推進会
議に地域住民も参加していることから、災害について
話し合い、地域との協力体制が得られることを期待し
たい。

(自己評価)
利用者様を尊重し言葉かけ、態度に気をつけて接して
いる。

(外部評価)
排泄時や入浴時をはじめあらゆる場面で、利用者のプ
ライバシーや羞恥心に配慮してケアを行っている。玄
関正面にあるトイレは、アコーディオンカーテンが設
置してあるが、車いすの利用者に配慮しトイレの手前
にさらにカーテンを取り付けている。利用者の名前は
基本は敬称で呼ぶようにしているが、コミュニケー
ションが図りやすい場合は、家族に了解を得て利用者
の馴染みの呼び方で呼ぶようにしている。

(自己評価)
利用者様のペースに合わせた対応を心がけている。重
度化により働きかけを行っているが自己決定が出来な
い為、職員が決めている事もある。37

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
本人様の希望にそった支援を心がけているが職員側の
都合を優先している事がある。

(自己評価)
出張美容に来ていただいている。
外出時は、おしゃれが出来るよう支援している。
普段は出来ていない事もある。

(自己評価)

食事の準備、片づけを利用者様と一緒に行っている。
出来る利用者様には手伝ってもらい、フロアーで職員
が間に入りサポートし、会話をしながらゆっくりと食
事が出来ている。

(外部評価)
利用者は野菜を切るなど調理の下準備や片付けなど一
緒にできることを手伝っている。献立は法人の事業所
が持ち回りで立てているが、利用者の希望に応じて、
臨機応変に調理している。おやつを利用者と一緒に手
作りするなど、食べることが楽しみになるように支援
している。

(自己評価)
水分･食事チェックを行い、個々の摂取量を把握してい
る。
体調や状況に応じて対応をしている。

(自己評価)
毎食後の歯磨きの声かけやスポンジでの口腔ケアを行
い、うがい薬も使用している。
週に２回義歯の洗浄（ポリデント）を行い、出来ない
時には、時間を置いて行っている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄パターンを把握して、失敗を減らすようにしてい
る。
定期的なトイレ･オムツの声かけを行い、失敗があって
もさりげない声かけをし介助を行っている。

(外部評価)
排泄チェック表で利用者一人ひとりのリズムやタイミ
ングを確認し排泄パターンを把握している。水分や食
事摂取量に配慮し、その日の利用者の状態にも注意し
ながら、できる限りトイレで気持ち良く排泄できるよ
うに支援している。

(自己評価)
水分摂取量を把握し、食事、水分の工夫をしている。
医師の処方による薬で対応する事もある。

(自己評価)
希望に添って、入浴の支援を行っている。
介助が必要となり入浴を楽しめてはいないと思う。

(外部評価)
利用者の希望に応じて入浴することができ、毎日入浴
することもできる。利用者の状態により２人体制で介
助を行うなど、安全に安心して入浴できるように支援
している。入浴が苦手な利用者には、声かけや対応を
工夫して気分よく入浴できるように努めている。

(自己評価)
体調や個々に合わせて休息を取り入れている。
定期的に体位交換を行い、体位の工夫をしている。

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
薬の説明や医師の指示により薬の用法に注意し、利用
者様の体調管理に気をつけているが、副作用までは把
握できていない。
業務日誌に一人一人の薬の名前･量･どんな薬かを貼り
付け誤薬のないよう細心の注意をしている。

(自己評価)
いろいろな行事を取り入れホーム内での活動だけでは
なく、外出する機会も作っている。
役割を持っていただき、出来る事をして頂いている。

(自己評価)
外出には家族の協力が難しく、一人一人の希望に沿っ
ての支援はできていない。

(外部評価)
利用者の重度化もあるが、日々の会話の中から利用者
の希望を聞き、車いすの利用者もお花見や買い物、海
へのドライブなどに出かけれるよう支援している。近
隣でもできる限り外出の機会を作り、回覧板を利用者
と一緒に届けたり、夕方の散歩が日課の利用者には職
員が付き添い散歩をするなど外出できるよう支援して
いる。

(自己評価)
お金の管理は、所持されている方がいないため全面的
に職員が行っている。
買い物時には、職員が所持し、利用者様のレベルに合
わせて支援を行っている。

(自己評価)
本人様の希望時には、対応している。
年賀状を毎年書かれている方がおられるので、今後も
継続していきたい。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

50

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
フロアー内はスペースが狭く不便な事も多いが、出来
るだけ居心地よく過ごしていただけるよう季節感があ
る壁画を掲示したり工夫をしている。
車椅子の移動に余裕のない場所や必要な場所に手すり
がないところがある。

(外部評価)

ユニットは３階と５階に分かれており、ユニット毎の
利用者の状況に合わせて、畳スペースを設けたりソ
ファを置くなど過ごしやすいように工夫している。ビ
ルのフロアを事業所として利用できるよう改装してい
るが、リビング兼食堂は充分な広さがあり、温かい雰
囲気になるように季節を感じる壁画や花を飾るなど工
夫している。

(自己評価)
ソファーに利用者様同士やスタッフが座り会話をした
り、くつろげるようにしている。
建物が狭く、二人部屋もある為、個別の空間は難し
い。

(自己評価)
本人様のタンスや趣味のものを置いたり、写真や作品
を飾り居心地よく過ごせるよう工夫をしている。
居室が狭いためあまり配慮が出来ない。

(外部評価)
居室にはベッドとタンスは備え付けられており、その
他は利用者の馴染みのものが持ち込まれている。家族
や思い出の写真が飾られ、利用者が居心地良く落ち着
いて過ごせる居室作りに努めている。窓からは見晴ら
しが良く景色を眺めることができる。

(自己評価)
自室の入り口には名前や写真を貼り、わかりやすいよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

52 19
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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○
○

○

○

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 ※「介護サービス情報の公表」制度にて、基本情報を公表している場合のみ、ここに記載 事業所では看取り支援が行えるよう、医療面での連携と協力体制が整備されている。利用者が安心し
て終末期を迎えることができるように、悔いのないよう職員全員で真摯に取り組んでいる。開設１４年目
を迎え、職員のケアの統一と質の向上を目指しており、職員研修にも力をいれている。職員は明るく良
好なチームワークでケアにあたっており、和やかな雰囲気が伝わり、利用者も笑顔で生活を送ってい
る。長期の利用者もいるためレベルの低下は否めないが、残存能力を活かしながら、利用者のできるこ
とに目を向けて一人ひとりに寄り添いながら思いや希望を大切にして支援している。事業所と地域との
つながりを深めていくために、運営推進会議は積極的に地域住民にも参加の呼びかけを行うなど様々
な取組みをしている。

評価機関名 社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

所在地 松山市持田町三丁目８番１５号

訪問調査日 平成　２５　年　１０　月　１１　日

所在地 愛媛県大洲市徳森　1477番地　１

自己評価作成日 平成　２５　年　９　月　１　日

（別表第１の３）

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870700147 医療連携を取っており、常に利用者様の健康管理に気をつけて対応しています。

法人名 株式会社　新風会

事業所名 グループホーム　銀河
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

第二　ユニット　３F

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

記入者（管理者）

氏　名 田渕　正子

評価完了日 　２５　年　９　月　１　日

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホーム　銀河

(ユニット名）  

  ホップ 職員みんなで自己評価! 

   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!! 

     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!! 

 

   －サービス向上への３ステップ－ 
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（別表第１）

自己評価及び外部評価表 【セル内の改行は、「Altｷｰ」＋「Enterｷｰ」です】

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
銀河全体の理念、３Fの理念を職員で考え実践につなげ
ている。

(外部評価)
法人理念と開設当初に作成された事業所理念があり、
それを踏まえ職員全員で話し合い事業所の年間目標を
立てている。今年は質の向上とケアの統一に力を入れ
ており、職員一人ひとりが意識して取り組めるように
目標の達成状況や反省点などを会議で話し合い、実践
につなげている。

(自己評価)
地域の行事が分かるように回覧板を廻して頂き、地域
の清掃に参加している。ただ、こちらから出かけてい
く事ことは難しくなり、秋のお祭り、地域みこしの方
に来ていただけるようにしています。

(外部評価)
地域の保育園児や小学生が事業所を訪問して交流を持
ち、祭りの時には地域の神輿や子供神輿の訪問があ
る。事業所はビルの３階と５階にあり、周辺は隣近所
に民家があるという立地ではないが、日頃から地域の
清掃の参加や地域住民へあいさつを行い、回覧板に事
業所の新聞をはさんで読んでもらうなど、事業所の様
子が地域に伝わるよう工夫して、地域とのつながりを
持つように取り組んでいる。

日頃からつきあいができにくい環境にあるが、近隣住
民と気軽に声をかけあったり来訪したりするなど、地
域とのつながりを持てるよう継続した活動を望みた
い。また、事業所から地域に発信していける情報とし
て、地域住民向けの勉強会や講演を行うなど、事業所
のことを地域住民に知ってもらい、災害時の協力関係
にもつながっていくような取組みを期待したい。

(自己評価)
運営推進会議で地域の方に参加して頂き、施設のこと
や利用者様のことを理解してもらい色々な意見を交換
している。また、意見を出していただき実践していま
す。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
運営推進会議のメンバーが増え、またH24年度より出席
者の顔ぶれも変わり、いろいろな意見を出していただ
いています。

(外部評価)
運営推進会議は家族、公民館長、区長、小学校長、介
護相談員、民生委員、他のグループホーム職員等の参
加を得て開催している。会議は和やかな雰囲気の中で
事業所の取組みを報告し、意見交換を行っている。事
業所の声かけにより、年々会議への新しい参加者が増
えており、充実した会議になるように取り組んでい
る。職員の参加は勤務上の都合で限りがあるが、会議
内容は会議録を読み職員全員が把握している。

(自己評価)
運営推進会議や市のグループホーム連絡会にて情報交
換をしたり、説明を受けている。介護相談員さんに来
所して頂いている。

(外部評価)
市担当者は運営推進会議に毎回出席しており、その他
にも研修の案内や情報提供など日常的な関わりを持っ
ている。日頃から相談や連絡も行っており、良好な関
係が構築されている。市のグループホーム連絡会にも
参加し、他の事業所との交流や意見交換を行ってい
る。

(自己評価)
身体拘束の内容をよく知り、拘束をしないケアに取り
組んでいます。新風会の研修会でも行いました。
どうしても身体拘束をしないと命にかかわる場合に
は、十分な説明を行い同意をもらっており拘束しない
ですむようカンファレンスを行っています。

(外部評価)
身体拘束は行わない方針で、身体拘束にあたる行為や
弊害を法人の合同研修や勉強会などに参加して、職員
全員で理解して実践している。職員は日頃のケアにも
意識して、なにげない対応が身体拘束や言葉での拘束
につながっていないか職員同士で注意し合っている。
玄関は防犯上夜間のみ施錠をしており、日中は開放し
ている。見守りが必要な帰宅願望のある利用者には、
職員が外へ出て一緒に付き添い、納得されて気分が落
ち着くように対応している。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
勉強会で虐待について学び、何が虐待かを注意しなが
ら防止に努めている。

(自己評価)
合同研修会を実施し、成年後見制度について学ぶ機会
を持った。
成年後見人制度を利用されている入居者様もいる。

(自己評価)
契約時に説明を行い、同意を得ている。入居前に見学
や訪問をして頂き理解を得ている。また、都度必要な
場合は、改めて説明をしている。

(自己評価)
運営推進会議の家族様代表の方が出席されていて、意
見を言って頂いたり面会に来られた時に家族の方に意
見を聞いている。また、家族の方の要望などスタッフ
全員がわかるようノートに記入している。介護相談員
さんにも来て頂き、その時の様子をノートに記録して
いただいている。(外部評価)
訪問時に家族が意見や要望を言いやすいように職員か
ら声かけをして利用者の様子を伝えたり、利用者の居
室ごとに家族が何でも記入できるメモを置くなど工夫
をしている。訪問の少ない家族には、毎月請求書に事
業所の新聞や利用者の様子を書いた手紙を同封してお
り、電話連絡もこまめに行い、意見を聞いている。家
族会は年１回開催し、家族から好評を得ており、今後
は家族も一緒に参加できる事業所の行事を増やすよう
検討している。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
業務カンファレンスで意見を聞く機会を設けている。
また、スタッフの要望があればホーム長会議など利用
して会社全体で話しあえる様になっている。

(外部評価)
管理者は現場で職員と一緒に業務や夜勤をしているた
め、日頃から意見や要望を伝えやすい環境である。ま
た、カンファレンスなどを利用して、職員は意見や要
望を管理者に伝えることができる。法人の事業所間の
異動はあるが、職員が働きやすいように管理者は常に
職員の様子に目を配り、良好なチームワークを築いて
いる。

(自己評価)
向上心が持てるように、各自が担当や係りを持って
日々働いている。

(自己評価)
会社全体の研修会を設けたり、職員に応じた研修会の
参加声かけをしている。

(自己評価)
同業者との交流はほとんどありません。

(自己評価)
事前調査を行い、前もって入居者様の情報を得て、信
頼関係を作れるように努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
ホームに来ていただき、ホーム内を見学していただ
き、家族様の要望を聞きケアプランを立てています。

(自己評価)
ケアプランを作成しています。
入居された時、できる事、できない事，気づいた点な
ど記録して全員が把握できるようにしています。

(自己評価)
利用者様のこれまでの生活、ホームでどのように生活
していきたいのかを全員では把握し、ケアカンファレ
ンスにて話し合います。

(自己評価)
面会時に利用者様の様子をお伝えしています。場合に
よっては、会議・記録を見ていただき印鑑をもらって
います。

(自己評価)
面会、外出など自由にできるようにしている。急な外
出などの時でも、体調が良ければ外出していただける
ようにしている。

(外部評価)
利用者や家族から、今までの生活習慣や馴染みの関係
や場所を聞いて把握している。利用者の以前働いてい
た職場の知人との交流が継続できるように支援してい
る。利用者が入居前から通っていた馴染みの美容室に
出かけたり墓参りに出かけたりするなど、家族の協力
を得ながら馴染みの関係が継続できるよう努めてい
る。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
フロアーに出れる方は、フロアーにて過ごされていま
す。食事、お茶、リハビリをフロアーにてされていま
す。

(自己評価)
退所された方との関係は、少ないです。
私達の方よりうかがう事はなく、御家族様の方が尋ね
て来て頂く事はあります。

(自己評価)
自分でできることはしてもらっています。
本人の意向を把握に努めていますが、なかなか思うよ
うに外に出かける事はできません。

(外部評価)
利用者一人ひとりに寄り添って話を傾聴し、思いや意
向を把握するように努めている。入浴時に職員と１対
１となる場合に思いを話される利用者もおり、職員は
ゆっくり落ち着いて話ができるような雰囲気作りをし
ている。思いや意向を表わしにくい利用者には、表情
やしぐさなどから汲み取るように努めている。知り得
た情報は職員全員が把握できるように、カンファレン
スや申し送りノートで共有している。

(自己評価)
事前調査に行っています。
面会に来られた方々にお話を伺うようにしています。
また必要に応じてこちらからTELしてうかがう事もあり
ます。

(自己評価)
利用者のできる事できない事を日々観察して把握に努
めている。記録や日誌に目を通して分かるようにして
いる。25

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
ケアプランを作成して、家族の方や面会の方々にもわ
かるよう貼り出しています。また、家族様の要望を記
入していただけるよう準備してしています。

(外部評価)
家族と利用者の意見を反映して計画作成担当者が介護
計画を作成し、管理者が確認している。モニタリング
は３か月に１回職員間で話し合いを行っている。利用
者の変化や希望があった場合は、その都度見直しを行
い、利用者の現状にあった介護計画を作成している。
職員が毎日記録する利用者毎の介護記録は、介護計画
と連動して確認できる書式となっているため、職員は
常に介護計画を意識してケアを行っている。

(自己評価)
個別に記録している。ケアカンファレンスで話し合
い、計画の見直しに活用している。
特変時、3ヶ月、6ヶ月に見直しを行っている。

(自己評価)
本人、家族の状況に対して柔軟な支援、サービスを行
い希望にそえるようにしている。

(自己評価)
ボランティア、ヘアーカット、医院、学校関係の力を
借りた取り組みを行っています。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
開設者が主治医であり安心して医療が受けられる。定
期的な医師、看護師の往診を受けている。緊急時の対
応も出来るようになっている。家族の希望もきけてい
ます。歯科、皮膚科、婦人科の往診に来ていただいて
いる。

(外部評価)
利用者や家族の希望を聞いて、事業所の協力医をかか
りつけ医とする場合が多い。協力医が定期的な往診を
して利用者の健康管理を行うほか、緊急時には適切な
医療が受けられるような体制が整っている。皮膚科や
眼科など希望する専門医も受診できるよう支援してお
り、受診内容は職員全員が把握するように努めてい
る。

(自己評価)
週1回、診療所ナース往診に来られています。月2回ド
クター往診に来て頂いています。変化があった場合
は、TELにて連絡し受診しています。

(自己評価)
入院、退院時の指示を受けています。
情報提供を行っています。
また、お見舞いに行ったり家族さんとの連絡。
入院中の支援など密に行っています。

(自己評価)
重症化した場合、医師の診察、家族様の希望、本人の
希望に添えるように都度話し合っている。都度ケアカ
ンファレンスを行っています。また、プランの見直し
を行います。契約時にも終末期に関する指針を説明し
てますが、再度確認します。

(外部評価)
看取りの経験があり、現在も看取り支援をしている利
用者がいる。看取りに関する指針を整備して、契約時
に説明するほか、毎年、「緊急時対応希望書」で家族
や利用者の意向を確認している。協力医や看護師との
協力体制が整っており、職員全員で利用者が納得して
安心した終末期を迎えられるように取り組んでいる。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
救命講習を個人で研修に行って対応出来るようにして
いる。

(自己評価)

自主避難訓練、消防立ち合いのもと避難訓練を行って
います。

(外部評価)
消防署の協力を得た避難訓練に加え、自主避難訓練も
行っている。利用者の居室の入り口やトイレに避難済
みかどうか確認できる札をかけており、利用者を迅速
に避難誘導できるように工夫している。廊下にはユ
ニットの見取り図に火元の可能性がある場所と消火器
の場所を記し、常に職員が目にして意識できるように
している。備蓄品は用意を検討している。

３階と５階から利用者の避難誘導の必要があるため、
確実に階段から避難できる方法を確認し、実際に職員
同士でシュミレーションを行うなど、様々な想定をし
て繰り返し訓練を重ねることが望ましい。運営推進会
議に地域住民も参加していることから、災害について
話し合い、地域との協力体制が得られることを期待し
たい。

(自己評価)
利用者様への声かけにて、安全な動作になるように気
をつけ、人権を尊重して対応している。利用者を名前
で呼ばず、名字で呼んでいます。トイレの入り口より
手前にカーテンをつけました。

(外部評価)
排泄時や入浴時をはじめあらゆる場面で、利用者のプ
ライバシーや羞恥心に配慮してケアを行っている。玄
関正面にあるトイレは、アコーディオンカーテンが設
置してあるが、車いすの利用者に配慮しトイレの手前
にさらにカーテンを取り付けている。利用者の名前は
基本は敬称で呼ぶようにしているが、コミュニケー
ションが図りやすい場合は、家族に了解を得て利用者
の馴染みの呼び方で呼ぶようにしている。

(自己評価)
何事も自分で決定出来るような声かけを行うように努
めている。出来ない事は、少しのヒントを与えて助け
てあげる事もある。
短い言葉かけをしています。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者のペースに合わせて、又、利用者の体調なども
考えて支援している。

(自己評価)
季節にあった服を着てもらっている。又、2ヶ月に1回
ヘアーカットも行っている。

(自己評価)

利用者の出来ること、得意な事はして頂きながら一緒
に行っている。
食事が楽しみなものになっています。

(外部評価)
利用者は野菜を切るなど調理の下準備や片付けなど一
緒にできることを手伝っている。献立は法人の事業所
が持ち回りで立てているが、利用者の希望に応じて、
臨機応変に調理している。おやつを利用者と一緒に手
作りするなど、食べることが楽しみになるように支援
している。

(自己評価)
食事、水分摂取量を記録し把握出来るようにしてい
る。
一人一人に合った食事作りを行っています。

(自己評価)
毎食後の声かけ、誘導、介助を行っている。義歯は、
週2回洗浄剤を使用して清潔を保つようにしている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄パターンを記録し誘導を行い、利用者様一人一人
に合ったトイレ誘導を行っています。

(外部評価)
排泄チェック表で利用者一人ひとりのリズムやタイミ
ングを確認し排泄パターンを把握している。水分や食
事摂取量に配慮し、その日の利用者の状態にも注意し
ながら、できる限りトイレで気持ち良く排泄できるよ
うに支援している。

(自己評価)
便秘にならないように水分摂取、下剤の調整を行って
います。

(自己評価)
利用者さんの体調により入浴の支援をしています。ま
た身体機能の低下されている方は、安全を考え、二人
介助にて行っています。

(外部評価)
利用者の希望に応じて入浴することができ、毎日入浴
することもできる。利用者の状態により２人体制で介
助を行うなど、安全に安心して入浴できるように支援
している。入浴が苦手な利用者には、声かけや対応を
工夫して気分よく入浴できるように努めている。

(自己評価)
自由に休息を取れるよう声かけしています。
部屋の冷暖房、温度調整しています。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる
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愛媛県　銀河 平成２５年１１月２２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
薬の副作用や用法は、全員が周知は出来ていない。
薬の説明書は、都度いただいています。

(自己評価)
レクリエーション、散歩等の時間を作り、楽しみがも
てるようにしています。

(自己評価)
月に1回、利用者が外出できるように勤めている。
希望者は家族の方と外出ができるよう、ケアプランに
取り入れ利用者様の楽しみになるよう支援していま
す。

(外部評価)
利用者の重度化もあるが、日々の会話の中から利用者
の希望を聞き、車いすの利用者もお花見や買い物、海
へのドライブなどに出かけれるよう支援している。近
隣でもできる限り外出の機会を作り、回覧板を利用者
と一緒に届けたり、夕方の散歩が日課の利用者には職
員が付き添い散歩をするなど外出できるよう支援して
いる。

(自己評価)
所持している利用者様はいない。
お金の管理は、スタッフがしている。

(自己評価)
暑中お見舞い、年賀状は年2回出している。
電話は、自由にかけられるようになっていますが、
かかってくることはありません。51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
季節に応じて壁画飾りをしている。
風呂、トイレに段差があります。
季節の花を生けるようにしています。
カーテン、ブラインドを利用して居心地よくしていま
す

(外部評価)

ユニットは３階と５階に分かれており、ユニット毎の
利用者の状況に合わせて、畳スペースを設けたりソ
ファを置くなど過ごしやすいように工夫している。ビ
ルのフロアを事業所として利用できるよう改装してい
るが、リビング兼食堂は充分な広さがあり、温かい雰
囲気になるように季節を感じる壁画や花を飾るなど工
夫している。

(自己評価)
ソファーには気の合った利用者様同士が座って過ごさ
れている。

(自己評価)
家族の写真を貼っています。
なじみの物を持って来てもらっています。

(外部評価)
居室にはベッドとタンスは備え付けられており、その
他は利用者の馴染みのものが持ち込まれている。家族
や思い出の写真が飾られ、利用者が居心地良く落ち着
いて過ごせる居室作りに努めている。窓からは見晴ら
しが良く景色を眺めることができる。

(自己評価)
手すりの配置をしている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている
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